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1 . は じめ に
落葉 ･ 常緑樹1 2種の 定位置の 葉を定期的に細親 して採取 し､ 集中の水含丑を表す2種の土 (含水
辛, 倉水比) と種々 の反射率 ･ 透過 率か ら得た圭との相関関係を系統的に調 べ る ｡ 落葉樹菓の含水率
は , 2200JTrnの 葉の表 ､ 裏側の反 射率と 負の. 透過率と正 相関関係を示すが, 常蘇樹葉の含水率は,
裏側の 反射率と は負の相 関関係を示すが . 表側の 反射率と は非常[=複雑 な相関 を示 し. 透過率と明瞭
な正 相関関係を示 す事を確認され る ｡ 含水比 と 220 0n m の透過率の 正の相田関係は , 含水率との相関
関係 より良好で ある事が嘘課されるが+ 何れに おいても樹種毎に明瞭なブロ ッ クを形 成する｡ こ れは
樹種判別 へ の利用の可能 性を示すか､ 真申の 含水立とス ペク
･
r. ル埴の関係と して は欠点と見なせ る.
2波長の ス ペク トル 値の比 を用 いる手に より, こ のブ ロ ッ ク化はほ ぼ解消出来る事が確乾される ｡
2 . # #
落葉広葉樹 6種 ( クヌ ギ =Qu er 00 s acutissiJ m =QA, コ ナ ラ = Qu ercu s serrata=QS, イ ヌ シデ : ca･pjnus
Ts chonoskiiニCT, ク マ ノ ミズキ : Co m ュsbra chypoda.:CB, ケヤ キ ‥ Zclko v a se mt&:Z S, ソメ イ ヨ シノ:Prt,tluS
冗 yedo 軌 Sis:P Y), 常蘇 広葉樹 6 種 (シラカ シ:Qer cu8 r ByrSin aefo 1ia:QM, ア カガシ=Qu erc usac uta:AQ･ ス
タジイ:Ca stan opsis cuspidata v ar.Sieboldii:C S, マ テ ′くシイ:Pasania edulis:P B. タ ブノ キ:PeTS eaT hu nbcrBii:P T,
ク ス ノ キ‥Cin n a m o m n mCa mphor a:C C) の 定位置の 菓を定期的rこ､ 継続 して採取し, 水含JL, 真の表と
裏側の真 1 枚の反射 ス ペ ク トル . 菓の表側か ら裏側 へ の透過ス ペク トル を. La mbda 19f=革分球を付
けて 測定した . 水含量 は, 採取直後と 80
●
c の エ ア ー オ ー ブ ン 中で約2 日間乾億畿の 重量差か ら求
めた . 含水率 = W Cは , 水含丑の 生葉重に対する比(w atq w eight/ra wleaf w eight)､ 含水比 = W Rは､
水含量の 乾燥葉重r=対す る比(w ater w eight/dryed le 且t w eight)と して定義し､ 反 射率
･ 透過率か ら得ら
れる種々 の畳との 相関関係を調 べ た ｡ また､ 種々 の 2波長の ス ペ ク トル 値の比 と w C, W Rの 相関関係
も調 べ た ｡
3 . 結果
115
これまでに ､ 常緑樹 6種, 落葉6種に つき､ 計1 4匝l測定を実施した ｡ 今回は. 美食水Jtとス ペ
ク トルデ ー タとの 相関関係のみ に つ いて述 べ る｡
水食丑 を表すJLと して 含水率. つ 乗り嚢中の生薫玉に対する水菱JLの 比 : W C は生棄重と嘗 う偽発
的なJtを使用して いる為に真にB)有なJLと見なし鞍いと思われます｡ 菓を採取直後に強制的に飽和ま
で吸水させた場合の水禽tに対する採取直後の生集中の水含暮の比 を用いれぱ良好な相関関係が得ら
れると予想されますが､ 飽和含水JE を得 るため に労力を要するの で ､ グラ ン ドトゥル ー ス デ ー タの取
得美浜とLて は現実性に乏しいと思われます｡
以上 の 理由から､ この報告で は射 こ固有なJtと して考えられる含水比 : W R つ まり乾燥葉の 圭Jtに
対する生薬中の水玉JLの比に つ い ても検討しま した｡ これ らの特定波長の 反射率を用い る検討は､ 主
と して 220 0皿m ス ペク トル億を用い て行 いま した｡ また種々 の 2波長の ス ペク トル値の比 に対する
相関関係に つ い て も詳細に検討しま した ｡ 以下 . 鰭長の概要を観明します ｡
1 = 尊重樹6種の W Rに対するス ペク トル億の 関係を調 べ る｡ F-> R Ref,Spec. の 2200n m の反射率､
R->F Ref.Spe c. の 22 00n m の反射率の相親閲係固より. 反射率は ､ 表. 3E 個共に負の相関艶係を示
す｡ F-)A Tr8n S. pe c, の 220Pnm の透過率との相関関係国より . 透過率は正の 相関関係を示 すが､
樹種毎に甲瞭にブE)ツク化する辛が確認される｡
清掃樹6種の W Rに対するス ペク トル値a)関係は ,一以下の通りです｡ F-)R M.Spe c. の 2200n m
の反射率の相朋関係図より､ 表側の 反射率は .
■
正 的要素と負的要素の両方を含む# 雑な関係を示 し
手す｡ A->F Ref.Spec. a) 220恥 m の 反射率の相関関係国J:り. よ例の反射率は負相関鞘偉を示すが､
樹種毎に明瞭に ブロ ッ ク化して居ります . F-)A TraTLS.Spec. の 2 200z n の透過率との相関関係国よ
り. 透過率蛙､ 落葉樹の場合と同様に81理毎にブロ ッ ク化 した正格開閉係を示 し･ますふ
2 : 薄兼樹 8種. 常舟6種のス ペ ク トル値の W C に対する関係を以下に梗改します｡ 何れの場合も
w R に対する関係と類似の 開係を示 しますが. w Rの方が良好な相関関係を示すと判断され ､ 含
水JL 表す億と して薫にBl有な値と考えられる W R の方が､ w cよ L) lEれて い ると考えられます｡
a = 落真樹6種の WR と2波長の specbd 血ta rado の原像を､ 園に従 っ て叔乱 します｡
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F-)A Tzn s. Sp改 . 也 : T22 00/1950とQl畢儀を示 し手す｡ 反射率は . 奉､
去弗医長射畢≡ 比 :R18O 弧1950､ R ヱ200JR1 950が良好な正相国関係 を示 し ､ 樹種毎の プE3ツ ク化は
任ぽ時重さ鹿 さ て居 ります｡ 透過率は ..透過率比 = T220 0/1 450 は ブE=ツ ク化の無し､良好な正相関四
億を示 します が､ T 220 0/1950 は分散の激 しい ､ 明敏な相鯛関係の見られない状態を示 します ｡
4 : 常帝樹 6牲の W Rと･2波長の spe ctr ald8t8rado の関係を, 寓rこ従 っ て裁現 します｡
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O HPOi,212(ま. A-)F Ref. Sp畷 . 比 : R 22 0Qn R1950,
0 押08･3･1 は､ F-〉R TraJl畠. Spec. 也 : T22 OOFr145 0.
OHP08-312 は.､ Fr〉R Tran s. Spec, 比 : T 22 OOrr1950 との 関係を示 し手す ｡ 表
倒 ､ 去側 共に反射率比 :R3 200瓜14 5 0､ R 盟OQJR 1 95 0は ブロ ッ ク化 の無い 正相朗関係を表 します ｡
しか し. 大帝分の デ ー タ は､ 汲 い範囲に密集 して いる状態となります｡ 透過率也 : T2200rr14 50 は ,
反射率 と同程度の正相開髄係を示 しますが. T2200JT 1950は. 分散の汝 しい ､ 相断朗係が全く無い
と見られる様な状況を示 します ｡
4. まとめと結論
以上 _ 例を上 げて結果の概要 を観明 して 来ま したが. 例示 した結果以外の結果も総合した要点を
以下に箇条書にします｡
1 : 短碑長赤外域､ 特に 1500n m より長波長域のス ペ ク トル デ ー タ と集中の水含t とは相関関係が毘
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められる｡ また. 特定波長の ス ペ ク トル億 . 例えば 22 0Ju lの値とは､ 反射率が示す負相関関係
より . 透過率がず っ と良好な正相関南係を表す｡
2 : ス ペ ク トル値とは､ 含水JL: w cより. 含水比 : w Rが良い相関関係を示す ｡
3 : 2200n m の反射率の示す免相脚関係､ 透過率の示す正相関関係も樹種毎に明味なブE]ツ ク化を示
す ｡ これは . 樹種判別の可能性を示唆すると思われる｡
4 = ス ペク トル 値､ 2波長のス ペク トル億の 比 は､ 含水丑との相関阻係(=おい て . 常撮広兼樹の 集は .
落葉広葉樹の薫とはかなり由着lこ異なる関係を示 す｡
5 : 2波長のス ペク トル値 : R 54 5瓜675. R 850瓜675, T54 5rr675, T850rr6 75年も含水JL とか なり良い相
関関係を示すが､ これらは, 集の着性庶､ ク ロ ロ フ ィルJL 等が含水JL と相魔関係を示すために ,
同棲的に含水t とかなり良い相厨関係を示すものと考えられます｡
6
'
= 2 波長のス ペク トル値の比 を用いる手に より､ ス ペク トル値を用いた堵合に艶められ る樹種毎の
プE)ツク化は良好に除去さ れ ス ペク トル僅からの兼中の含水JEの推定精度が推察されます｡
7 : 特定波長のス ペク トル庸で最も良好な相関関係を示 した透過率は､ 2波長の スペ ク トル健の比を
とっ た場合に 旺相関朋係は低下する｡ こ の原田は現在なお検討中です ｡
e : 今後の謙濁として ､ 蕪の成分分析法を早急に換附 し. これまでに得られた結果, 例え ば. 透過率
との 良好な正 相関関係の原田等を解明したい と考えて居L) ます｡
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